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第２5 回  社団法人伊勢市観光協会総会次第

日 時：平成１７年３月２９日

（火） 午後２時

場 所：伊勢商工会議所 5 階大ホ

－ル

            令和６年度

公益社団法人伊勢市観光協会  第 1 回 総会次第

令和６年度

公益社団法人 伊勢市観光協会

第１回 総会

日時 令和６年６月２０日（木） 午後２時

場所 伊勢商工会議所 ５階 大ホール
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日 時  令和 6 年 6 月 20 日（木）

午後 2 時より

場 所  伊勢商工会議所

5F 大ホール

      

１ 開 会

  会長挨拶

  来賓挨拶

２ 議長選出

３ 定足数の報告

４ 議事録署名人の選任

５ 議 事

議案第 1 号 令和 5 年度事業報告（案）並びに収支決算（案）

の承認に関する件

       

６ 報告事項

７ その他

８ 閉 会

９ 総会終了後、引き続き

各部会による令和 5 年度事業の報告

   ・情報発信部会            ・おもてなし行事部会

   ・中期政策検討部会         ・青年部

・観光祈願祭実行委員会
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議案第 1 号 令和 5 年度事業報告（案）並びに収支決算（案）の承認に関する件

公益社団法人伊勢市観光協会 令和 5 年度事業報告

長期間に渡り世界中を席巻した新型コロナウイルスでしたが、5 月に感染症法にお

ける位置づけにおいて、インフルエンザ同等の 5 類感染症に引き下げられ、事実上の

終息宣言となりました。人の行き来や交流が厳しく制限されたことにより、大きく影響を

受けた旅行業界でしたが、この発表を受け抑圧されていた旅行への思いが解放され

たかのように大きく盛り上がりを見せました。

インバウンドに関しては、ポストコロナの旅行ブームに円安傾向が重なり、「リーズ

ナブルな日本」を求めて訪日外国人観光客が押し寄せました。伊勢市においても令和

５年の神宮における外国人参拝者数（1 月～12 月）が 84,703 人となり、令和４年の

18,698 人を大きく上回り前年比 453％と好調に推移しました。

令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震は、地理的状況などが似ている伊勢志

摩において考えさせられることも多く、発生時期と時間によっては観光客を多く抱える

可能性があり、準備が無ければ対応が困難になることが予想されます。本地域におい

ても、いつ来てもおかしくないとされる巨大地震に備えて、協議をしていきたいと考えて

おります。

当会事業におきましては、ポストコロナから「新しい通常(New Normal)」への模索が

始まり、例年事業の復活と再構築を進めました。日本観光祈願祭については、声がけ

の範囲を三重県内に拡げ、観光協会や観光施設への参加の呼びかけを行いました。

東京御師会議に関しては、4 年振りの開催をすることができ、伊勢市の現況や今後の

御師制度の在り方などにご意見を頂くことできました。宿泊を促進するために、二見地

区の活性化事業に力を入れました。秋の行事の観月茶会、越年行事及び冬至祭、神

宮奉納餅つきは、形を変えて実施しました。観光 PR に関しては、シンガポール、東京、

札幌で展開をしました。

当地の観光 DMO として、伊勢市など関係団体と「稼げる観光地」を目指し、協議を

続けました。伊勢市全体を会社に見立て、その中で市役所、会議所、まち会社、当会

等が部署の様に役割を果たすことで、伊勢市として「ヒト・モノ・カネ」の有効活用してい

く考え方です。それを実現させる仕組み作りを進めております。

令和 5 年度は、ポストコロナからの脱却を図りながら、「新しい通常」を模索した一年

となりました。次年度以降は、次期式年遷宮へ向け、関係各団体と調整しながら中期

展望を見据えた事業展開を続ける必要があると考えます。

なお、具体的な事業内容は次頁より                   
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＜公益目的事業―旅客誘致事業＞※見出し横の事業費は経常費用を記載しております

１．広報宣伝事業（情報発信部会、青年部、事務局）

① インターネットによる情報の発信（IT 委員会、事務局） 2,909 千円

令和 3 年4 月に刷新した伊勢市との共同観光情報発信ホームページは、引さ続きスマ

ートフォンに主軸を置きながら、「現地」ならではの情報発信に取り組みました。

運用開始から 3 年目となる今年度は、ホームページの利便性向上を図るため、イベン

トカレンダーの導入やパンフレットダウンロードページのレイアウトを変更しました。また、

会員一覧ページの改修や協会が運用する各 SNS の紹介一覧ページの設置を行うととも

に、イベント掲載依頼フォームの設置や宿泊プラン比較サイトの改修作業を行いました。

情報発信としては観光客の方から需要が高い猿田彦神社と伊勢のお花を特集記事と

して作成し、ホームページへ掲載しました。

令和 5 年度のホームページアクセスのページビュー 数は、2,602,135 件(前年度

2,330,509 件：前年度対比 112％）、セッション数は 1,254,138 件（前年度 1,060,966 件：前

年度対比 118%）となり、伸び率は好調となりました。英語ページについても、セッション数

の伸び率が 404％というところから、しっかりと閲覧されるようになってきています。

また、各 SNS については、今年度から若年層のシェアが多い TikTok の運用を開始し

ました。各 SNS のフォロワー数は、順調に増加しておりますが、特にインスタグラムに関

しては、インフルエンサーを活用した動画を投稿することで、多くの方から閲覧頂くととも

に、投稿後のフォロワー増加率にも大きく貢献しました。若い世代ほど旅行の情報収集

においてホームページを閲覧せずに SNS で済ませる傾向にあることから、SNS での情報

発信も引き続き強化していきます。

当会ホームページ  https://ise-kanko.jp/

◇ ホームページ閲覧数

PV セッション PV（英語） セッション(英語)

令和５年度 2,602,135 1,254,138 46,916 28,345

令和４年度 2,330,509 1,060,966 11,623 6,370

増 減 271,626 193,172 35,293 21,975

対前年比 112% 118% 404％ 445％

◇ フォロワー数

Facebook Twitter Instagram TikTok 合計

令和５年度 3,323 5,761 7,871 451 14,083

令和４年度 3,194 4,979 4,959 - 13,132

増 減 129 782 2,912 451 951

対前年比 104% 116% 159％ 451％ 159％

② SNS 情報発信事業（青年部） 683 千円
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例年 SNS 上の参加型イベント「伊勢フォトグランプリ」を実施していましたが、全国各地

でインスタグラムを用いた同様のイベントが乱立していることもあり、青年部インスタグラ

ムアカウントのフォロワー数及び投稿数が伸び悩んでいたことから、他のアカウントと差

別化するため、今年度は伊勢市在住の若手写真家へ「伊勢の日常の風景」をテーマとし

て撮影を依頼し、撮影した写真を青年部インスタグラムへ投稿する情報発信事業へ転換

しました。

スタンダードな観光写真ではなく、伊勢に訪れてみたくなるような、見ていて感動する

写真を言葉とともに発信することで、若年層をターゲットとした SNS 上での情報発信を行

った結果、事業開始時点（令和 5 年 10 月 1 日時点）では 1,927 名だったフォロワーが 180

名増加し、令和 6 年 3 月末時点で 2,107 名のフォロワー数（対前年比 109％増加）となり

ました。うち若年層（34 歳以下）のフォロワー数は 120 名増加し、増加したフォロワーの約

7 割が若年層であったことから、効果的に若年層への情報発信を行うことができたと考え

ております。

今後は、協会全体の SNS アカウントと青年部インスタグラムアカウントとの住み分けを

明確にするターゲッティングを行い、より効果的に伊勢の情報発信を行えるよう取り組ん

でいきます。

◇ フォロワー数

R5.10.1 時点 R6.3.31 時点 増減 対前年比

青年部インスタグラム 1,927 2,107 180 109％

③ PR グッズ作成（情報発信部会）  398 千円

観光 PR 用に下記のグッズを作成しました。

・付箋       400 個         ・１色ボールペン 400 本

・ハンカチ    151 枚         ・手提げ袋    400 枚

④ マスコットキャラクター事業（青年部）   

令和 5 年度は伊勢市内でのイベントに 3 回、東京（東京大神宮観光 PR）で 1 回の活動

を行いました。その他、三重県物産展でイラストの貸し出しも行いました。

⑤ 紙媒体による情報発信 （情報発信部会）（パンフレット／リーフレット） 5,950 千円

紙媒体として情報発信を担うパンフレット／リーフレットは、行政と協働し観光パンフレ

ット及び地図を作成し、観光案内所等で配布をしています。

今年度は、従来のパンフレットと共に二見まちあるき MAP の英語版を作成しました。

◇ パンフレット及びリーフレット印刷について



- 6 -

No 事業パンフレット名 予定数量 作成数量 備考欄

1 ええじゃないかお伊勢さん 10,000 10,000 総合パンフレット

2 伊勢～日本の源へ～ 20,000 20,000 総合パンフレット

3 伊勢～日本の源へ～外国語版・簡体字 5,000 5,000

4 伊勢～日本の源へ～外国語版・タイ語 5,000 3,500

5 市内 Map（てくてく） 150,000 120,000 基本地図

6 二見まちあるき MAP 10,000 15,000 二見に特化した MAP

7 二見まち歩きマップ英語 0 5,000
二見に特化した MAP

の英語版

8 ランチガイド 0 16,000
ランチに特化したパン

フレット

⑥ 夜マップ（青年部）  440 千円

当協会青年部が作成し、市内の宿泊事業者の方から好評を頂いている「夜の飲食店

マップ」について、2 年ぶりに最新の掲載情報へリニューアルし、再版しました。観光客の

方へ情報提供するため、各旅館組合を通じて伊勢市内の宿泊施設へ配布するとともに、

当協会所管の観光案内所へ配置しました。

◇パンフレットの印刷部数について

No パンフレット名 予定数量 作成数量 備考欄

1 伊勢の夜 食べ呑みまっぷ 5,000 3,000
印刷費高騰のため部

数を減らし印刷

⑦ 伊勢観光大使及び伊勢観光御師（御師委員会） 344 千円

首都圏等における情報発信を円滑且つ効果的に進めていく為に、協会は伊勢観光大

使・伊勢観光御師制度を設けております。現在、次頁の方々に委嘱をさせて頂いており

ます。令和 5 年度は新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが下げられたことを受

け、東京御師会議を開催することが出来ました。4 年ぶりの開催ということもあり、御師の

皆様からは様々なご意見やアドバイスを頂戴することが出来ました。

なお、東京御師会議と同時開催を予定しておりました伊勢観光振興交流会は、中止と

なりました。

観光御師ネットワーク構築事業では、日本各地に伊勢との「繋ぎ役」を作り、全国に観

光御師に次ぐ人材を確保し、ネットワークを構築することを目的としておりましたが、コロ

ナ禍による長期中断により、予定していた人材確保が難しくなるなど事業全体を再構築

する協議をしており、観光御師制度を含めた新たなシステムを協議しました。

◇ 伊勢観光大使並びに観光御師名簿
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所   属 役  職 氏  名

観

光

大

使

アスリート 野口 みずき 氏

ファンタシウム タレント 楠田 枝里子 氏

トゥーフロント 女優 夏樹 陽子 氏

観

光

御

師

株式会社ジェイティービー

（元会長・社長）
相談役 舩山 龍二 氏

株式会社共立メンテナンス

（岡三興業株式会社 元代表取締役社長）

ホテル事業戦略本部

市場戦略部

特別顧問

松本 久雄 氏

株式会社 JR 東日本

びゅうツーリズム＆セールス

（日本観光振興協会 元理事長）

顧問 見並 陽一 氏

人流・観光研究所

株式会社東麻布企画

（元加賀市長）

所長

社長
寺前 秀一 氏

三井住友信託銀行株式会社 名誉顧問 村上 仁志 氏

公益財団法人

セコム科学技術振興財団

（セコム株式会社 元専務取締役）

代表理事 佐々木 信行 氏

東海旅客鉄道株式会社 特別顧問 松本 正之 氏

⑧ 外国人観光客誘致事業（情報発信部会、インバウンド委員会） 1,582 千円

令和 5 年度は、新型コロナウイルスの終息を受け世界中で旅行への関心が増加したこ

とや、円安傾向ということもあり、JNTO 訪日旅行者数推計値においては、約 2,880 万人

とコロナ禍前（2019 年、平成 31 年）の約 3,180 万人の 90％まで好調に回復しました。国

別では、韓国、台湾、中国で全体の 50％を占め、香港、アメリカが追随する形となりまし

た。

当会においても、延期をしておりました海外現地 PR を実施することができ、11 月にシン

ガポールにて現地 PR を実施することが出来ました。本年度は、在シンガポール日本大

使館が所有する、ジャパンクリエイティブセンター（Japan Creative Center）で、当会会員

が開催していたパールジュエリーグランプリに合わせて実施をさせて頂きました。実施内

容は以下のとおり

＜海外 PR（シンガポール）＞

期 間：令和 5 年 11 月 22～11 月 27 日

    （PR 実施日 11 月 25 日）

場 所：シンガポール在日本大使館 Japan Creative Center

内 容：プレゼンテーション及びレセプション

プレゼンテーションは、「Ise-Shima ～Sustainable Life with Nature」と題して、「伊勢志
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摩の紹介（イントロダクション）」と「SDG’s と神宮の文化（キーノート）」の２部構成で、英

語で実施しました。プレゼンテーションに併せて、レセプションを開催し、豊かな伊勢の食

の試食を通して、伊勢への興味関心の喚起を行いました。今回は、伊勢うどんや松阪牛

のローストビーフ、伊勢蒲鉾、おにぎりを始め、太閤出世餅、糸印煎餅、山田三方などの

甘味、そして伊勢茶のふるまいを行いました。アジア圏は全般的に食に関する関心が高

く、今回の提供品に関しても色々な質問を受けました。

プレゼンテーションに併せて、現地旅行会社へもセールスと調査を実施しました。シン

ガポールにおいても、コロナ禍で止まっていた海外旅行が、国境が開かれたことにより再

開され、業績は回復しているということでした。日本向け旅行に関しては、既に企画され

ているものもあるが、人気の目的地は北海道、東京からのゴールデンルートだということ

でした。三重県（伊勢志摩）への周遊の可能性に関しては、大阪着、和歌山、奈良からの

伊賀、桑名（なばなの里）といったものとの組み合わせが魅力的とのことでした。さらに、

全体的に三重県の情報が少なく、情報や資料提供を依頼されるケースが多く見られまし

た。

⑨ 観光 PR 事業（情報発信部会、青年部、事務局） 449 千円

情報発信部会による観光 PR につきましては、札幌地下歩行空間（チカホ）での開催を

予定しておりましたが、伊勢市の期間限定アンテナショップ「ISESHOP」の開設が同時期

に同地区で開催が決まったことや、現地の情勢により今年度の開催は見送りました。

青年部は令和 6 年 3 月に東京大神宮で観光 PR と物産展を開催しました。過去最高の

売り上げを記録するとともに、コロナ禍後の交流人口の増加を肌で感じることができたイ

ベントとなりました。

今後も引き続き伊勢の誘客に繋がるよう取り組んでいきます。

＜東京大神宮観光ＰＲ＞

・期間：令和 6 年 3 月 9 日（土） ～ 令和 6 年 3 月 10 日（日）

・売上：810,600 円（税込）

・場所：東京大神宮

・連携事業者：東京大神宮

⑩ 日本観光祈願祭及び観光交流伊勢会議（観光祈願祭実行委員会）  156 千円

第 56 回日本観光祈願祭を 11 月 9 日に、外宮にて斎行しました。三重県内の行政及

び観光関係者 40 名と共に、観光産業の健全な発展と旅行の安全を神宮へ祈願しまし

た。

なお、観光交流伊勢会議はコロナウイルス感染症の情勢を鑑み中止しました。

２ 誘致接遇事業

① 観光案内所事業（おもてなし・情報発信・中期） 25,355 千円
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◇ 案内所実績表

外宮前※＊ 宇治山田駅※ 伊勢市駅 宇治浦田※ 二見浦 合計

令和 5 年度

（うち外国人）

48,640 人

(939 人)

― 59,445 人

(2,242 人)

― 22,677 人

（1,122 人）

130,762 人

（4,303 人）

令和 4 年度

（うち外国人）

32,709 人

（166 人）

6,509 人

（37 人）

46,382 人

(575 人)

12,119 人

（36 人）

17,434 人

（278 人）

115,153 人

（1,092 人）

対前年比 148.71％ ― 128.16％ ― 130.07％ 113.56.％

（うち外国人） 565.66％ ― 389.91％ ― 400.71％ 393.33％

※・宇治山田・宇治浦田・外宮前の各案内所は R4.11 月まで。それ以降、外宮前・宇治山田・宇治浦田の

遠隔案内機での案内数は、伊勢市駅にてカウント。

＊外宮前は協会の観光サービスセンターとして R5.４月から独自にカウント。

令和 5 年度はポストコロナ期となり、来訪者

数が回復してきました。特に外国人観光客に

関しては昨年対比 393％と改善してきており、

外貨獲得に向けて今後のインバウンド需要が

期待されます。今年度も、神宮参拝者数と案

内数の対比から、案内所来訪者数割合の低

下が見られています。

コロナ禍でインターネットへの抵抗感が減少

し、インターネット検索での情報収集が増大し

た結果により対面案内の需要は低下していま

すが、それに相反する対面であることの優位

性を鑑み、伊勢市と協力して遠隔案内機等を

活用したＤＸの推進に取り組んでいます。中心

市街地から距離がある二見浦観光

案内所も遠隔案内機で英語対応を可能にしています。また、ホームページに搭載して

いるチャットボットにて、観光客からのリアルタイムチャットも案内所職員が対応し、どこ

にいても観光案内の問い合わせが気軽にできるようにしています。今後、遷宮に向け

て、フレキシブルに案内機を移動・増設することで、緩急に合わせた案内機能を提供で

きるようにしていきます。

② 手荷物事業（事務局）  29,399 千円

来勢されるお客様への更なる便宜を図るために伊勢市駅手荷物預り所と外宮前観光

案内所案内数と神宮参拝者数の割合

５案内所

総計
神宮参拝者数 割合

Ｈ29年度
318,553 8,798,000 3.6%

Ｈ30年度
287,224 8,505,000 3.4%

Ｈ31年度
R１年度 212,340 9,729,000 2.2%

R2年度
86,809 5,538,000 1.6%

R3年度
85,593 3,827,000 2.2%

R４年度
115,153 6,037,000 1.9%

R５年度
130,762 7,173,000 1.8%

※神宮は暦年・概数
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サービスセンター（旧外宮前観光案内所）において手荷物事業を実施しました。手荷物

事業に付帯して伊勢市駅手荷物預り所建屋の管理（多目的トイレ、授乳室、休憩所な

ど）、レンタサイクルの貸出、簡単な観光案内などを行っております。また、新たな取り組

みとして、地域の玄関口である駅舎にコインロッカーなど手荷物の一時預かり場所が無

かった二見地区において、9 月より二見浦観光案内所において手荷物の一時預かりサ

ービスを開始しました。

令和５年度はコロナ禍が終息したことで、手荷物一時預りはコロナ禍以前の水準まで

回復しました。しかしながら、手荷物配送は変化を遂げた旅行形態や、旅行会社手配の

取り扱いの回復が遅れていることから、コロナ禍以前の約５０％までの回復となっており

ます。

伊勢市駅では総取扱い金額で 2,661 万円（前年度 2,343 万円）、外宮前観光サービス

センターでは総取扱い金額で 182 万円（前年度 152 万円）と増収となりました。新設の二

見浦観光案内所では、42 万円（9 月から開始）収入がありました。

増収の主要な要因は、ポストコロナ期に入ったことにより旅行需要が高まったことであ

ると考えられます。

◇ 手荷物預かり実績 単位：個

伊勢市駅

手荷物預かり所

外宮前

観光 SC

二見

観光案内所
合計

預かり 配送 預かりのみ 預かりのみ

令和 5 年度 34,744 8,837 6,072 1,433 51,080

令和 4 年度 30,322 8,995 5,090 - 44,407

増減 4,738 ▲158 982 1,433 6,673

対前年比 114.56％ 98.24％ 119.29％ - 115.02％

H31 参考値 30,420 16,976 3,476 2023 年 9 月開始 --

③ ガイド事業 (ボランティアガイド、他)    244 千円

（お伊勢さん観光ガイドの会運営委員会、おもてなし行事部）

外宮前観光サービスセンターにおいて、神宮のガイド「お伊勢さん観光ガイドの会」が

常駐し、日々観光客のご案内に務めています。現在の会員数は 55 名です。

本年度のガイド件数は 2,690 件（前年度 1,833 件）で 6,480 人（前年度 6,796 人）の観

光客を案内しました。件数ベースで約 147％と増加しました。案内人数の減少について

は、コロナ禍で伊勢志摩を行き先にした修学旅行が、元のエリアを行き先に戻していった

ことが挙げられます。なお、昨今退職年齢が上がっていることもあり、ガイドの平均年齢

は 71 歳であり、80 歳代のガイドが 13 名と、高齢化への対応が必要となってきています。

.

案内件数 案内人数 件数 対前年比

令和 5 年度 2,690 6,480 147％

令和 4 年度 1,833 6,796 215％
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令和 3 年度 851 4,535 87％

令和 2 年度 978 4,380 26％

④ レンタルサイクル事業（事務局、青年部） 1,930 千円

各案内所等において 57 台（外宮前 12 台、伊勢市駅手荷物預り所 32 台、二見浦観光

案内所 5 台※9 月より導入、たび蔵 3 台、伊勢シーパラダイス※10 月で終了、オランジェ

カフェウッド※12 月で終了、事務局 5 台）を維持管理し運用しています。（オランジェカフェ

ウッド、伊勢シーパラダイス、たび蔵は委託）

本年度貸出件数は 4,572 台（外宮前案内所 1,207 台、伊勢市駅 3,159 台、二見浦観光

案内所 103 台、その他 103 台）となりました。前年度 4,424 台から 3.4％の増加となりまし

た。（レンタサイクル収益計 569 万円）好調の要因に関しましては、コロナ禍が落ち着きを

見せたことと、あそキャンや OTA のクーポン発行や二見浦観光案内所への導入等が主

な要因ではないかと推察します。

伊勢シーパラダイスでのレンタサイクルは自転車の経年劣化により 10 月末をもって終

了致しました。また、五十鈴川駅にシェアサイクルが導入されることが決まった為、オラン

ジェカフェウッドでのレンタサイクルは 12 月で終了致しました。

また、近畿日本鉄道からの委託を受け、シェアサイクル７台（ステーション：宇治山田

駅、五十鈴川駅、浦田駐車場 B4）のバッテリーの交換等の作業に協力をさせて頂いてお

ります。

◇ レンタサイクル利用者数  

外宮前観光

サービスセンター
（旧外宮前 観光 案内 所）

伊勢市駅

手荷物預り所

二見浦

観光案内所
その他 計

令和 5 年度合計 1,207 3,159 103 103 4,572

令和 4 年度合計 1,089 3,052 - 211 4,352

増減 118 107 - △108 1,548

前年度対比 110.8％ 103.5％ 2023 年 9 月開始 48.8％ 105.1％

⑤ 御遷宮対策事業（おもてなし行事部、事務局）

御遷宮委員会の一員として、次回の神宮式年遷宮へ向けて様々な協議を進めました。

併せて、広報誌の発行や初穂曳など伝統行事の継承を軸に民俗行事の遂行への協力

をしました。「参宮紙札」を参拝された方にお渡しする事業にも協力をしました。

令和 5 年度は奉曳本部・奉曳団連合会結成準備委員会が設置され、当会も参画をし

ました。来年度の奉曵本部及び奉曵団連合会の本結成に向けて、市民の意識向上を図

りました。

⑥ 伊勢志摩学生団体誘致委員会（事務局）

公益社団法人伊勢志摩観光コンベンションにおける伊勢志摩地区への学生団体旅行

の誘致を行う委員会へ参画し、誘客の企画や PR に協力しました。
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⑦ 伊勢志摩フィルムコミッション（事務局）

公益社団法人伊勢志摩観光コンベンションにおける伊勢志摩地区でのテレビ取材や

映画撮影等の誘致、撮影協力を行なう組織に参画し、情報の共有、撮影への協力等を

行ないました。

⑧ 伊勢商工会議所及び伊勢まちづくり会社との協力事業  

・中心市街地活性化協議会への参画    ・伊勢まちづくり会社への参画  ・その他

⑨ 各種大会の接遇（事務局）  252 千円

下記の各種大会に歓迎看板または四角塔の掲示を行いました。

・神宮奉納大相撲           ・お伊勢さんマラソン大会

・神宮奉納社会人野球大会     ・伊勢神宮新穀感謝祭

・全日本大学駅伝大会        ・全日本学生弓道大会

３ 観光イベント事業

① 二見浦海水浴場（浜開き式）（おもてなし行事部） 121 千円

令和 5 年 7 月 8 日（土）に伝統ある二見浦海水浴場にて海の安全と海水浴場の安全

を祈願する神事を執り行い、総勢 24 名の方にご奉仕頂きました。

② 第 71 回伊勢神宮奉納全国花火大会 （おもてなし行事部）

4 年ぶりに、7 月 15 日に開催致しました。観客動員数は 21 万人となりました。

③ 秋の行事（おもてなし行事部） 219 千円

コロナ禍等の影響で長らく中止となっていました秋の行事について、数年ぶりに開催

することができました。

神宮司庁主催の観月会と併せて実施した観月茶会では、堀崎社中奉仕のもと、茶菓

子とお茶の振る舞いを行い、観光客や地元伊勢の方など総勢 277 人の方に中秋の名月

を楽しんでいただきました。

また、毎年 10 月 12 日に伊勢神宮奉納用の干鯛を運搬する「御幣鯛」漁船団の歓迎式

典を開催するため、花火打ち上げや式典準備の手配を当協会で行いました。引き続き

秋の伝統行事を宣伝し伊勢への誘客が図れるイベントを実施していきます。

④ 冬至の奉納（おもてなし行事部） 39 千円

令和 5 年 12 月 22 日（金）に柚子 15kg と南瓜 30kg を総勢 24 名の参加者にて神宮へ

奉納させて頂きました。

⑤ 年越餅つき行事・年越餅の贈呈（おもてなし行事部） 201 千円

令和 5 年 12 月 25 日(月)に外宮衛士見張所付近特設会場において猿田彦神社宮司

様により神事を行うと共に、市長をはじめとする関係者 33 名で餅つきを実施。外宮に奉

納するほか、特設会場にて見学者の方に餅つきを体験して頂きました。
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また、毎年恒例の年越餅の贈呈行事に関しては、コロナ禍を経ての価値観の変化と

衛生面を考慮して、今年度については執り行いませんでした。担当部会であるおもてな

し行事部にて事業のあり方や来年度の事業内容について引き続き検討していきます。

⑥ 「伊勢楽市」事業への協力（事務局、青年部）

今年度の伊勢楽市は春季 5 月 13 日～14 日、秋季 11 月 4 日～5 日の 2 回開催し、

観光客を始め市内外から多数来場頂きました。伊勢志摩の地場産品にこだわり、観光

客のみならず伊勢市民にも喜ばれております。各種団体の PR ブースを配置するなど、

外宮前の活性化に貢献しました。

⑦ おもてなし研修（事務局、おもてなし行事部） 10 千円

おもてなし研修として、「～とりあえずやってみた SNS を、もっと効果的にするために～

SNS 情報発信における課題とその解決」を伊勢市及び伊勢商工会議所と共催しました。

市内事業者の方、43 人が参加し、SNS 情報発信のコツを学びました。研修評価は 100

点満点で 90.3 点と、高評価でした。

⑧ 先進地研修事業（青年部）  200 千円

今年度の青年部の研修視察では、愛知県岡崎市にてアフターコロナの観光施策と大

河ドラマを活用したコンテンツツーリズムについて学ぶとともに、名古屋市熱田区では神

宮とも縁深い熱田神宮を視察しました。

参加人数は、親会2名、青年部12名、総勢14名となりました。岡崎市の視察では岡崎

市役所の方に講演及びドラマ館のアテンドをお願いしたことで、岡崎市の実情と施策例

を詳しく知ることができました。また、熱田神宮視察では神宮と同じく三種の神器（草薙

剣）をお祀りする熱田神宮に参拝することで伊勢神宮の価値を再認識することができま

した。 本研修での成果を伊勢の観光誘客に繋げていきます。

⑨ 先進地研修事業（親会）  200 千円

岐阜県下呂市へ先進地研修視察に出向きました。会員 14 名、事務局 1 名の参加とな

りました。1 泊 2 日の研修で、初日は下呂市内を視察し下呂温泉観光協会瀧会長から、

下呂市 DMO の活動について研修を受けました。下呂市の先進的な取組は非常に勉強

になりました。伊勢市や商工会議所、伊勢まちづくり株式会社とも共有し、今後の伊勢市

DMO 体制構築に参考にしていきます。2 日目は高山の観光地を視察しました。高山市は

外国人も多く、朝市などでまちなかのにぎやかさの演出をされているところが勉強になり

ました。下呂も高山もスイーツに取り組むことで魅力の強化を行っており、参考になりまし

た。

⑩ 伊勢二見ビーチ活性化事業   5,131 千円

・ 「夜の浜参宮事業」

令和４年度に、二見エリアの活性化に向けて、観光庁「地域独自の観光資源を活用し

た地域の稼げる看板商品の創出事業」に応募し、「次期遷宮へ繋ぐ、社会動向に即した
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神宮参拝を提案する事業」として看板商品候補を作成し、１泊２日のモニターツアーを実

施しました。その中で提案した体験商品について、観光庁事業の座組（伊勢市、ジェイ―

アール東海エージェンシー）から、販売先となるジェイアール東海ツアーズと販売する体

験商品を「夜の浜参宮」と決定し、ブラッシュアップして販売しました。

実績：令和 5 年 9 月 2 日 11 名、 9 月 9 日 26 名

令和 6 年 2 月 22 日 11 名、 3 月 3 日 17 名、 3 月 23 日 43 名

・ 「二見周遊促進事業」

二見の代表的名所旧跡である、夫婦岩及び二見興玉神社を軸とした体験・アクティビ

テイコンテンツの開発を行い、じゃらんサイトでの販売を行いました。事業 PR 及び体験メ

ニュー利用促進のためクーポン発行、チラシの作成及び配布を行いました。

・ 「チャージスポットを活用した二見周遊事業」

スマートフォンが旅行や出張の必需品となっており、旅行の利便性向上を図るため、

スマートフォンやタブレット、カメラ等が充電できる 3 タイプのケーブルが内蔵されたモバ

イルバッテリー自動貸出機・チャージスポットを導入し、伊勢市内の観光店舗／スポット

10 カ所に設置し、在庫管理等運営を行いました。

（内宮エリア 6 台、外宮エリア 3 台、二見エリア 1 台 合計 10 台設置）

利用数は、貸出数 2,249 件、返却数 1,269 件で前年比 20％増となりました。（実績算出

期間 令和 5 年 4 月 1 日～ 令和 6 年 3 月 31 日）

また、チャージスポットのデジタルサイネージにて、二見の絆体験や伊勢楽市、手荷物預

かり等様々なイベント情報を放映し発信に努めました。災害時には、無料でバッテリーを

貸し出す防災のためのインフラとしての役割も果たしています。

⑪ EV モビリティを活用した周遊企画「伊勢ぷちたび」造成

（長期滞在・周遊向上促進事業）

EV モビリティを活用した新たな伊勢市内周遊企画を他地域で成功事例のある民間企

業と連携して造成及び販売・プロモーションを行いました。株式会社たびぞうが提供する、

EV モビリティ（EV トゥクトゥク 2 台及び EV ミニバイク８台）を使った滞在・周遊ルートの策

定と提供を行いました。

利用者件数が 285 件のべ 755 名参加（BIKE96 台、トゥクトゥク 231 台）となりました。二

見浦ビーチ活性化事業【絆体験】にも新たに参画し、環境に優しい電動モビリティを活用

することにより SDGs を意識した観光モデルとしても確立することが出来ました。

４ 協会が協力した諸行事  

本年度、下記行事に後援及び協賛しました。

・倭姫宮秋の例大祭

・おかげ横丁夏まちまつり

・さるめ書道展

・初穂曳
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・初午祭

・来る福招き猫まつり

・おひなさまめぐり in 二見

・伊勢神宮奉納書道展

・その他

＜収益事業等―賃貸事業＞    収益 4,694 千円、費用 1,573 千円

伊勢市駅前ビルを賃貸物件として運用、風餐亭１F 研修室は貸し会議室として運用し

ています。

・ 伊勢市駅前ビル 鉄筋 4 階建て   ・ 風餐亭 １F 研修室

＜収益事業等―物品販売事業＞ 収益 16,230 千円、費用 9,791 千円

① EC サイト事業  

昨年度リニューアルした EC サイトの運用を行い売上総額は 41 万円となりました。

② 伊勢市ふるさと応援寄附金返礼品対応事業

伊勢市ふるさと応援寄附金返礼品対応事業は、返礼品の受付発送業務だけでなく、

事業の PR、パンフレットの作成及び新たな返礼品の開拓業務等を行いました。令和 5 年

度の実績は、寄附件数が 12,063 件（前年 12,713 件）、寄附額が 459,765,188 円   （前年

462,734,086 円）、発送手数料が 10,958,500 円（前年 13,243,500 円）となり、前年度実績を

上回ることはできませんでした。寄附件数・寄附額の要因としては、新たなポータルサイ

トの追加が無かったこと、全国で競争が激化していることなどが考えられます。手数料の

要因としては、寄附件数の減少および、返礼品に楽天トラベルクーポンなど発送の不要

なものが増えていることなどが考えられます。そのため、令和 6 年度は旅先納税と旅行

券に取り組む予定です。

③ ISESHOP 事業  

＜札幌 ISESHOP PR・物販イベント＞

「さっぽろ地下街オーロラタウン コミュニケーション広場」に期間限定店舗「ISESHOP」

を設置しました。今年度は、札幌に店舗を持つ当会会員の株式会社グラシャスに現地で

の店舗運営、宣伝および各団体との調整、最終的な返品作業を委託しました。当会人員

1 名を 2/29～3/3 間で配置し、店舗設営、運営等の業務を行いました。

・期 間  ：  令和 6 年 3 月 1 日（金） ～ 3 月 12 日（火） 12 日間

・営業時間：  10：00 ～ 20：00 （最終日は 16:00 閉店で撤収作業）

・売 上  ：  5,137,867 円、 1 日平均売上 428,155 円

・場 所  ：  さっぽろ地下街オーロラタウン コミュニケーション広場

・連携事業者：伊勢市、株式会社グラシャス（委託事業者）
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＜収益事業等―会員互助事業＞

令和 6 年 3 月 31 日現在 会員数   正会員 449   賛助会員 14

（入会数 22、 退会数 20）

①広報誌「ええじゃないか伊勢」の発行（情報発信部会、青年部）  268 千円

情報発信部会及び青年部総務委員会の共同製作の会員広報誌として、

第 40 号を 6 月 20 日に 600 部発行しました。

②青年部会員互助事業   207 千円

青年部手帳を 100 部作成しました。また、Zoom やグループウェアを活用し効率的な組

織運営を行いました。

③会員交流会（中期政策検討部会） 45 千円

会員相互の親睦を深めるため、年末（12 月 14 日）に会員交流会を忍者キングダムで

開催をしました。計 83 名の参加があり、懇親と意見交換が行われました。

＜法人事業＞  （中期政策検討部会）

本部会では、協会運営に関る重要事項や、コンプライアンス対応を協議及び実施しま

した。本年度は引き続き収益改善にむけて、新事業の取り組みや既存収益事業の改善

を図るとともに、各種規定の整備による職員の待遇改善を行いました。

観光地域づくり法人（地域 DMO）としては、伊勢をどのように「観光で稼げる地域」にし

ていくのかということについて、行政、商工会議所、まちづくり会社、そして当会の担当者

と共に、DMO 会議を組織し検討を続けてきております。さらに観光庁の専門家派遣事業

を活用し、外部の専門家の助言を取り入れながら協議を進めました。

伊勢市全体を一つの会社と見立て、参画団体が各部署を担うようなイメージで、伊勢

市内における資源「ヒト、モノ、カネ」を最大限有効活用できるような役割分担と運営スキ

ームを構築していきたいと考えております。また、それを推進していくために必要な DMO

戦略プランの構築を検討するとともに、伊勢の観光に必要なマーケティングの実施を模

索しています。

＜報告事項＞＜令和５年度に発生した公益事業剰余金について＞

令和 5 年度に発生した、公益事業会計における剰余金￥2,187,885 につきましては、令

和 6 年度事業においての解消を図ります。

※令和 5 年度収支決算（案）に関しましては、次頁よりの「財務諸表」をご覧ください。



自：令和 5年 4月 1日
至：令和 6年 3月31日

〒516-0074
三重県伊勢市本町１６番２号

公益社団法人　伊勢市観光協会

会長　濱田　典保

第３２期

財　務　諸　表



（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

Ⅰ  資産の部

   1. 流動資産

          現金預金 49,908,530 24,802,593 25,105,937

          売掛金 397,206 284,155 113,051

          未収会費 216,000 379,500 △ 163,500

          未収金 30,253,909 42,640,608 △ 12,386,699

          たな卸資産 531,300 653,660 △ 122,360

          前払金 27,500 0 27,500

          立替金 190,500 245,920 △ 55,420

        流動資産合計 81,524,945 69,006,436 12,518,509

   2. 固定資産

     (1)基本財産

        基本財産合計 0 0 0

     (2)特定資産

          建物 37,186,393 39,978,787 △ 2,792,394

          土地 42,000,000 42,000,000 0

          什器備品 1 1 0

          退職給付引当資産 710,000 1,346,600 △ 636,600

        特定資産合計 79,896,394 83,325,388 △ 3,428,994

     (3)その他固定資産

          建物 404,522 567,625 △ 163,103

          車両運搬具 41 1,133,077 △ 1,133,036

          什器備品 950,388 2,106,172 △ 1,155,784

          構築物 2 2 0

          電話加入権 100,000 100,000 0

          敷金 0 60,000 △ 60,000

          投資有価証券 2,000,000 2,000,000 0

          ソフトウエア 2,027,300 2,583,900 △ 556,600

          建物解体積立資金 15,722,753 13,722,753 2,000,000

        その他固定資産合計 21,205,006 22,273,529 △ 1,068,523

        固定資産合計 101,101,400 105,598,917 △ 4,497,517

        資産合計 182,626,345 174,605,353 8,020,992

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債

          買掛金 274,970 522,875 △ 247,905

          未払金 11,390,494 5,671,549 5,718,945

          未払費用 3,319,983 3,001,503 318,480

          未払法人税等 72,000 72,000 0

          未払消費税等 2,152,100 539,900 1,612,200

          前受金 18,000 0 18,000

          預り金 165,433 904,748 △ 739,315

          仮受金 0 9,000 △ 9,000

        流動負債合計 17,392,980 10,721,575 6,671,405

   2. 固定負債

          退職給付引当金 710,000 1,346,600 △ 636,600

          受入保証金 1,086,000 1,110,000 △ 24,000

        固定負債合計 1,796,000 2,456,600 △ 660,600

        負債合計 19,188,980 13,178,175 6,010,805

Ⅲ  正味財産の部

   1. 指定正味財産

          地方公共団体補助金 28,801 43,179 △ 14,378

          寄付金 71,522,626 73,953,901 △ 2,431,275

        指定正味財産合計 71,551,427 73,997,080 △ 2,445,653

   2. 一般正味財産 91,885,938 87,430,098 4,455,840

        正味財産合計 163,437,365 161,427,178 2,010,187

        負債及び正味財産合計 182,626,345 174,605,353 8,020,992

貸借対照表

令和  6年  3月 31日 現在



（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

Ⅰ  一般正味財産増減の部

   1. 経常増減の部

     (1)経常収益

          受取会費

            正会員受取会費 11,650,500 11,661,000 △ 10,500

            賛助会員受取会費 650,000 700,000 △ 50,000

          受取会費計 12,300,500 12,361,000 △ 60,500

          事業収益

            賃貸収益 4,067,120 4,869,240 △ 802,120

            物品販売収益 1,818,164 7,074,297 △ 5,256,133

            受託事業収益 44,968,414 57,091,826 △ 12,123,412

            手荷物預り事業収益 30,155,655 19,272,073 10,883,582

            広告収益 1,456,000 1,321,600 134,400

            レンタサイクル事業収益 5,698,580 5,791,944 △ 93,364

          事業収益計 88,163,933 95,420,980 △ 7,257,047

          受取補助金等

            受取国庫補助金 0 6,482,400 △ 6,482,400

            受取地方公共団体補助金 14,378 6,818,557 △ 6,804,179

            受取民間補助金 0 500,000 △ 500,000

            受取地方公共団体助成金 50,000 100,000 △ 50,000

            受取民間助成金 0 30,000 △ 30,000

          受取補助金等計 64,378 13,930,957 △ 13,866,579

          受取負担金

            受取負担金 21,333,157 34,887,102 △ 13,553,945

          受取寄付金

            受取寄付金振替額 2,431,275 2,431,275 0

          雑収益

            受取利息 700 578 122

            雑収益 1,165,819 884,892 280,927

          雑収益計 1,166,519 885,470 281,049

        経常収益計 125,459,762 159,916,784 △ 34,457,022

     (2)経常費用

          事業費

            期首たな卸高 653,660 790,395 △ 136,735

            物品仕入高 1,251,850 6,478,034 △ 5,226,184

            期末たな卸高 △ 531,300 △ 653,660 122,360

            給料手当 11,659,443 11,533,575 125,868

            賃金 20,694,907 25,396,682 △ 4,701,775

            役員報酬 2,000,000 2,000,000 0

            福利厚生費 5,778,509 6,859,664 △ 1,081,155

            旅費交通費 2,361,685 1,220,848 1,140,837

            通信運搬費 2,652,833 2,627,044 25,789

            減価償却費 3,564,632 4,576,389 △ 1,011,757

            消耗品費 3,116,246 3,446,227 △ 329,981

            修繕費 1,366,522 1,443,347 △ 76,825

            印刷製本費 7,993,535 5,524,990 2,468,545

            光熱水料費 610,821 715,412 △ 104,591

            賃借料 1,947,640 3,396,332 △ 1,448,692

            保険料 636,636 340,054 296,582

            諸謝金 60,000 0 60,000

            租税公課 5,492,480 6,956,529 △ 1,464,049

            支払負担金 1,650,913 1,429,441 221,472

            委託費 35,804,561 60,722,966 △ 24,918,405

            会議費 124,824 233,553 △ 108,729

            渉外費 672,169 161,154 511,015

            雑費 873,316 1,365,460 △ 492,144

          事業費計 110,435,882 146,564,436 △ 36,128,554

正味財産増減計算書

令和  5年  4月  1日 から令和  6年  3月 31日 まで



科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

          管理費

            役員報酬 2,000,000 2,000,000 0

            給料手当 2,776,318 2,609,736 166,582

            退職金 0 636,600 △ 636,600

            福利厚生費 1,195,180 1,151,190 43,990

            会議費 32,385 23,339 9,046

            渉外費 32,904 27,453 5,451

            旅費交通費 55,952 16,825 39,127

            通信運搬費 625,745 542,565 83,180

            減価償却費 2,236,285 1,671,095 565,190

            消耗什器備品費 99,550 0 99,550

            消耗品費 168,049 198,011 △ 29,962

            修繕費 173,351 0 173,351

            印刷製本費 56,993 28,380 28,613

            燃料費 53,967 66,229 △ 12,262

            光熱水料費 113,680 130,596 △ 16,916

            賃借料 232,643 363,127 △ 130,484

            保険料 128,674 107,636 21,038

            租税公課 401,380 163,251 238,129

            支払負担金 80,840 83,309 △ 2,469

            委託費 560,505 634,860 △ 74,355

            雑費 108,239 78,785 29,454

          管理費計 11,132,640 10,532,987 599,653

        経常費用計 121,568,522 157,097,423 △ 35,528,901

          評価損益等調整前当期経常増減額 3,891,240 2,819,361 1,071,879

          当期経常増減額 3,891,240 2,819,361 1,071,879

   2. 経常外増減の部

     (1)経常外収益

          固定資産売却益

            車両運搬具売却益 0 50,000 △ 50,000

          その他の経常外収益

            退職給付引当金取崩額 636,600 0 636,600

        経常外収益計 636,600 50,000 586,600

     (2)経常外費用

        経常外費用計 0 0 0

          当期経常外増減額 636,600 50,000 586,600

          税引前当期一般正味財産増減額 4,527,840 2,869,361 1,658,479

          法人税、住民税及び事業税 72,000 72,000 0

          当期一般正味財産増減額 4,455,840 2,797,361 1,658,479

          一般正味財産期首残高 87,430,098 84,632,737 2,797,361

          一般正味財産期末残高 91,885,938 87,430,098 4,455,840

Ⅱ  指定正味財産増減の部

        一般正味財産への振替額

          一般正味財産への振替額 △ 2,445,653 △ 2,452,832 7,179

          当期指定正味財産増減額 △ 2,445,653 △ 2,452,832 7,179

          指定正味財産期首残高 73,997,080 76,449,912 △ 2,452,832

          指定正味財産期末残高 71,551,427 73,997,080 △ 2,445,653

Ⅲ  正味財産期末残高 163,437,365 161,427,178 2,010,187



（単位：円）

旅客誘致事業 賃貸事業 物品販売事業 受託事業 会員互助事業 共通 小計

Ⅰ  一般正味財産増減の部

   1. 経常増減の部

     (1)経常収益

          受取会費

            正会員受取会費 5,825,250 0 0 0 250,000 0 250,000 5,575,250 11,650,500

            賛助会員受取会費 325,000 0 0 0 0 0 0 325,000 650,000

          受取会費計 6,150,250 0 0 0 250,000 0 250,000 5,900,250 12,300,500

          事業収益

            賃貸収益 0 4,067,120 0 0 0 0 4,067,120 0 4,067,120

            物品販売収益 0 0 1,818,164 0 0 0 1,818,164 0 1,818,164

            受託事業収益 32,499,514 0 12,468,900 0 0 0 12,468,900 0 44,968,414

            手荷物預り事業収益 30,155,655 0 0 0 0 0 0 0 30,155,655

            広告収益 1,456,000 0 0 0 0 0 0 0 1,456,000

            レンタサイクル事業収益 5,698,580 0 0 0 0 0 0 0 5,698,580

          事業収益計 69,809,749 4,067,120 14,287,064 0 0 0 18,354,184 0 88,163,933

          受取補助金等

            受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 14,378 14,378

            受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 50,000 50,000

          受取補助金等計 0 0 0 0 0 0 0 64,378 64,378

          受取負担金

            受取負担金 12,668,730 0 1,745,951 0 0 0 1,745,951 6,918,476 21,333,157

          受取寄付金

            受取寄付金振替額 486,255 607,819 0 0 0 0 607,819 1,337,201 2,431,275

          雑収益

            受取利息 197 30 145 0 0 0 175 328 700

            雑収益 944,844 20,000 197,008 0 0 0 217,008 3,967 1,165,819

          雑収益計 945,041 20,030 197,153 0 0 0 217,183 4,295 1,166,519

        経常収益計 90,060,025 4,694,969 16,230,168 0 250,000 0 21,175,137 14,224,600 0 125,459,762

     (2)経常費用

          事業費

            期首たな卸高 0 0 653,660 0 0 0 653,660 653,660

            物品仕入高 0 0 1,251,850 0 0 0 1,251,850 1,251,850

            期末たな卸高 0 0 △ 531,300 0 0 0 △ 531,300 △ 531,300

            給料手当 10,533,913 70,431 954,506 0 100,593 0 1,125,530 11,659,443

            賃金 20,048,586 0 646,321 0 0 0 646,321 20,694,907

            役員報酬 1,800,000 40,000 80,000 0 80,000 0 200,000 2,000,000

            福利厚生費 5,415,447 33,622 288,701 0 40,739 0 363,062 5,778,509

            旅費交通費 2,235,517 2,603 122,264 0 1,301 0 126,168 2,361,685

            通信運搬費 2,290,347 29,104 248,916 0 84,466 0 362,486 2,652,833

            減価償却費 2,614,454 867,355 82,823 0 0 0 950,178 3,564,632

            消耗品費 2,739,861 13,019 359,458 0 3,908 0 376,385 3,116,246

            修繕費 1,297,232 53,163 12,095 0 4,032 0 69,290 1,366,522

            印刷製本費 7,388,581 2,651 195,377 0 406,926 0 604,954 7,993,535

            光熱水料費 555,539 44,707 7,931 0 2,644 0 55,282 610,821

            賃借料 1,758,051 167,948 16,231 0 5,410 0 189,589 1,947,640

            保険料 365,840 17,685 250,118 0 2,993 0 270,796 636,636

            諸謝金 60,000 0 0 0 0 0 0 60,000

            租税公課 4,287,737 425,562 769,646 0 9,535 0 1,204,743 5,492,480

            支払負担金 1,639,633 3,760 5,640 0 1,880 0 11,280 1,650,913

            委託費 30,232,882 66,070 5,492,574 0 13,035 0 5,571,679 35,804,561

            会議費 75,806 1,506 2,259 0 45,253 0 49,018 124,824

            渉外費 667,579 1,530 2,295 0 765 0 4,590 672,169

            雑費 527,541 6,134 336,354 0 3,287 0 345,775 873,316

          事業費計 96,534,546 1,846,850 11,247,719 0 806,767 0 13,901,336 0 110,435,882

          管理費

            役員報酬 2,000,000 2,000,000

            給料手当 2,776,318 2,776,318

            福利厚生費 1,195,180 1,195,180

            会議費 32,385 32,385

            渉外費 32,904 32,904

            旅費交通費 55,952 55,952

            通信運搬費 625,745 625,745

            減価償却費 2,236,285 2,236,285

            消耗什器備品費 99,550 99,550

            消耗品費 168,049 168,049

            修繕費 173,351 173,351

            印刷製本費 56,993 56,993

            燃料費 53,967 53,967

            光熱水料費 113,680 113,680

            賃借料 232,643 232,643

            保険料 128,674 128,674

            租税公課 401,380 401,380

            支払負担金 80,840 80,840

            委託費 560,505 560,505

            雑費 108,239 108,239

          管理費計 11,132,640 0 11,132,640

        経常費用計 96,534,546 1,846,850 11,247,719 0 806,767 0 13,901,336 11,132,640 0 121,568,522

          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 6,474,521 2,848,119 4,982,449 0 △ 556,767 0 7,273,801 3,091,960 0 3,891,240

          当期経常増減額 △ 6,474,521 2,848,119 4,982,449 0 △ 556,767 0 7,273,801 3,091,960 0 3,891,240

   2. 経常外増減の部

     (1)経常外収益

          その他の経常外収益

            退職給付引当金取崩額 0 0 0 0 0 0 0 636,600 0 636,600

        経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 636,600 0 636,600

     (2)経常外費用

        経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 636,600 0 636,600

           他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 6,474,521 2,848,119 4,982,449 0 △ 556,767 0 7,273,801 3,728,560 0 4,527,840

　　　　　他会計振替額 3,255,276 △ 3,255,276 △ 3,255,276 0

          税引前当期一般正味財産増減額 △ 3,219,245 2,848,119 4,982,449 0 △ 556,767 0 4,018,525 3,728,560 0 4,527,840

          法人税、住民税及び事業税 0 0 0 0 0 0 0 72,000 0 72,000

          当期一般正味財産増減額 △ 3,219,245 2,848,119 4,982,449 0 △ 556,767 0 4,018,525 3,656,560 0 4,455,840

          一般正味財産期首残高 87,430,098

          一般正味財産期末残高 91,885,938

Ⅱ  指定正味財産増減の部

        一般正味財産への振替額

          一般正味財産への振替額 △ 486,255 △ 607,819 0 0 0 0 △ 607,819 △ 1,351,579 0 △ 2,445,653

          当期指定正味財産増減額 △ 486,255 △ 607,819 0 0 0 0 △ 607,819 △ 1,351,579 0 △ 2,445,653

          指定正味財産期首残高 73,997,080

          指定正味財産期末残高 71,551,427

Ⅲ  正味財産期末残高 163,437,365

（注）貸借対照表内訳表を作成していないため、一般正味財産期首残高、一般正味財産期末残高、指定正味財産期首残高、指定正味財産期末残高及び正味財産期末残高は合計欄のみを記載している。

正味財産増減計算書内訳表

令和  5年  4月  1日 から令和  6年  3月 31日 まで

科　　　　目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
内部取
引等消

去
合計



前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

42,000,000 0 0 42,000,000

39,978,787 0 2,792,394 37,186,393

1 0 0 1

1,346,600 0 636,600 710,000

83,325,388 0 3,428,994 79,896,394

83,325,388 0 3,428,994 79,896,394

財務諸表に対する注記

      平成19年4月1日以後に取得したものについては定額法によっている。

      

      ②　建物附属設備、構築物

      平成28年3月31以前に取得したものについては定率法、

      （３）引当金の計上基準

職員の退職給付に備えるため、令和元年度の期末における自己都合要支給額により計算した退職給付債務に

      基づき、期末において発生していると認められた額を計上している。

加入以降に対応する期間の引当金は計上していない。

１．重要な会計方針

公益法人会計基準(平成20年4月11日内閣府公益認定等委員会)を採用している。

      ソフトウェアについては定額法によっている。

      ③　無形固定資産

      平成28年4月1以後に取得したものについては定額法によっている。

  建物

      

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価方法は最終仕入原価法によっている。

     （２）固定資産の減価償却の方法

      ①　建物

      平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

  なお、令和２年４月より中小企業退職金共済制度に加入したことにより退職金全額が支給されるため、

      （４）消費税等の会計処理

      消費税等の会計処理は税込方式によっている。

      ④　上記①から③以外の固定資産

      上記①から③以外の固定資産については定率法によっている。

      

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目

特定資産

  土地

  什器備品

  退職給付引当資産

小　　計

合　　計



当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）

（うち一般正味財産

からの充当額）

（うち負債に対応す

る額）

42,000,000 (42,000,000) 0 －

37,186,393 (29,522,625) (7,663,768) －

1 (1) 0 －

710,000 (-) (710,000) －

79,896,394 (71,522,626) (8,373,768) －

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

42,000,000 0 42,000,000

84,514,614 47,328,221 37,186,393

259,350 259,349 1

710,000 0 710,000

127,483,964 47,587,570 79,896,394

561,600 525,069 36,531

2,562,000 2,194,009 367,991

5,753,240 5,753,199 41

5,707,400 4,757,012 950,388

1,025,000 1,024,998 2

100,000 0 100,000

2,000,000 0 2,000,000

2,783,000 755,700 2,027,300

15,722,753 0 15,722,753

36,214,993 15,009,987 21,205,006

163,698,957 62,597,557 101,101,400

  什器備品

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目

特定資産

  土地

  建物

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

  退職給付引当資産

合　　計

小　　計

  建物

　什器備品

  構築物

  電話加入権

（単位：円）

科　目

特定資産

  土地

  退職給付引当金

小　　計

合　　計

その他固定資産

  建物

  車両運搬具

  什器備品

  建物附属設備

　建物解体積立資金

　投資有価証券

　ソフトウェア



金  額

2,445,653

2,445,653

目的使用 その他

1,346,600 0 636,600 0 710,000

1,346,600 0 636,600 0 710,000

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内  容

（１）引当金

７．その他

経常収益への振替額

  減価償却費計上による振替額

合　　計

（単位：円）

　退職給付引当金

科　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高

合　計

（単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上の

記載区分

補助金

三重県新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症

感染防止対策強化推進補助金
三重県 43,179 0 14,378 28,801 指定正味財産

伊勢市中小企業者物価高騰

支援金
伊勢市 0 50,000 50,000 0 －

43,179 50,000 64,378 28,801

補助金等の名称

合　　　　計

支援金



特定資産の明細は財務諸表の注記に記載していますので、省略します。

各引当金の明細は財務諸表の注記に記載していますので、省略します。

２．引当金の明細

附　属　明　細　書

１．重要な固定資産の明細



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）
現金 手許保管 運転資金として 466,512
普通預金 百五銀行　伊勢支店 運転資金として 44,309,038
普通預金 百五銀行　伊勢支店 資金預りとして 1,114,192
定期預金 百五銀行　伊勢支店 4,018,788
売掛金 物販販売業における売上分 397,206
未収会費 会費 216,000
未収金 分担金、公告代他 30,253,909
棚卸資産 御木曳記念切手、商品 531,300
前払金 保険料 27,500
立替金 釣銭他 190,500

81,524,945

（固定資産）
特定資産

建物 ３階建て １階：観光案内事業の施設 3,021,198
　伊勢市本町１４番６号 として使用している。

２～３階：事務所、会議室
として使用している。

４階建て １階～４階：賃貸事業として 4,642,570
　伊勢市本町２番１号 使用している。

２階建て １階：会議室、賃貸事業として 29,522,625
　伊勢市本町１６番２号 使用している。

２階：事務所、会議室として
使用している。

土地 宅地 ３８９．５㎡ 公益目的保有財産であり、 42,000,000
　伊勢市本町４３８番地 事務所、会議室の敷地として

使用している。
什器備品 堤灯 1
退職給付引当資産 百五銀行　伊勢支店 退職給付引当金見合の引当資産 710,000

である。
その他固定資産

建物 ヨド物置等 404,522
車両運搬具 社用車、電動自転車 電動自転車はレンタサイクルの 41

事業に使用している。
什器備品 パネル等 950,388
構築物 駐車場舗装、フェンス 2
電話加入権 28-3705、27-1049 事務所で使用している。 100,000
投資有価証券 出資金 2,000,000
ソフトウエア 受付システム等 2,027,300
建物解体積立資金 百五銀行　伊勢支店 伊勢市駅及び外宮前ビルの解体に

係る資金として積立てている。
15,722,753

101,101,400

182,626,345

（流動負債）
買掛金 物販販売事業における仕入分 274,970
未払金 社会保険料他 11,390,494
未払費用 ３月分給料 3,319,983
未払法人税等 法人税等充当額（均等割額分） 72,000
未払消費税等 確定消費税額 2,152,100
前受金 令和６年度分会費 18,000
預り金 源泉所得税の預り金 165,433

17,392,980

（固定負債）
退職給付引当金 職員の退職給付引当 710,000
受入保証金 　伊勢市本町２番１号 入居保証金の預り分 1,086,000

1,796,000

19,188,980

163,437,365

固定資産合計

財　産　目　録

令和  6年  3月 31日 現在

貸　借　対　照　表　科　目

流動資産合計

　　負債合計

　　正味財産

　　資産合計

流動負債合計

固定負債合計


